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昭和４４年１１月７日、西郷南洲翁の遺徳を縁として鶴岡市と鹿児島市の間で「兄弟都市」の盟約が結ばれま

した。鶴岡市の盟約をもとに、鶴岡第二中学校第８代校長の鈴木正治先生が「鶴岡市の中学生同士の徳の交わり

を経験させたい」との強い思い抱き、西郷屋敷のある武中学校との盟約を結ぶことが決まりました。そして、昭

和５０年８月２６日、本校と鹿児島市立武中学校が「兄弟校」としての盟約を結びました。 

 あれから５０年。２年おきに本校の生徒が武中へ、武中の生徒が本校へ訪れ、交流を深めてきました。そして、

今年度は５０年の節目の年に当たりました。 

 鶴岡二中親善訪問使節団の生徒たちは、使節団としての務めを立派に果たしてきました。 

 生徒会長の髙田蒼介さんは、「鹿児島市長表敬訪問でのあいさつ」「盟約５０周年記念式典でのあいさつ」を、

使節団員の皆さんは「鶴岡市・鶴岡二中の紹介」をパワーポイントを使って、武中生徒に伝えることができまし

た。今回の訪問を通して、温かい歓迎と深い交流が交わされ、令和の「徳の交わり」が果たされたと感じました。 

 

 

 

 

 

 
 毎年恒例の赤川花火大会ボランティアが８月１７日（日）に行われました。早朝からの作業に関わらず、５０

名を超える生徒が参加し、汗を流しました。３万人規模の花火大会の後片付けとあって、作業は重労働を伴うも

のでしたが、ひたむきに取り組む生徒の姿が 

見られました。 

作業を通して、鶴岡市民の協力なくして、この 

花火大会は実施できないことを感じました。 

赤川花火大会実行委員長からお礼の言葉をすがすが 

しい表情で聞く生徒の姿が印象に残りました。 

 赤川花火大会ボランティアへの参加ありがとうございました！！ 
 


